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▼
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
再
考

本
紙
の
年
頭
所
感
で
、
筆

者
は
、
「
自
然
と
共
生
す
る

た
め
に
三
つ
の
振
る
舞
い
」

と
題
し
て
、
次
を
掲
げ
た
。

【
１
】
自
然
と
至
然
（
し
ぜ

ん
）、

【
２
】
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
、

【
３
】
地
方
快
活
（
ふ
る
さ

と
快
活
）
で
地
方
復
権

本
号
で
は
、
【
２
】
の
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
る
。
年
頭
所
感
で

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

〝
…
自
然
か
ら
の
警
告
（
自

然
災
害
）
に
、
人
間
が
生
き

残
れ
る
よ
う
に
、
日
常
か
ら

備
え
る
振
る
舞
い
を
易
導
す

る
た
め
に
、
新
し
い
合
言
葉

で
あ
る
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
」
を
復
唱
し
、
そ
の
概
念

を
定
着
し
よ
う
。
…
〟

折
し
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
感
染
症
が
中

国
か
ら
発
症
し
、
日
本
の
ほ

か
、
世
界
の
30
の
国
や
地
域

に
感
染
が
広
ま
っ
た
。
中
国

で
は
死
者
が
２
０
０
０
名
を

超
え
、
感
染
者
は
７
万
人
を

超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自

然
災
害
で
は
な
い
が
、
ハ
ザ

ー
ド
要
因
で
あ
り
、
罹
災
す

る
リ
ス
ク
と
し
て
は
高
い
。

日
頃
の
対
策
と
と
も
に
、
感

染
時
の
措
置
や
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
」
へ
の
意
識
は
大

事
と
な
る
。
平
穏
な
日
常
時

と
、
災
害
を
被
っ
た
非
常
時

と
い
う
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に

境
を
設
け
な
い
よ
う
に
す
る

概
念
で
あ
る
。

筆
者
は
、
年
頭
所
感
で
述

べ
た
よ
う
に
、
今
年
の
活
動

の
一
つ
に
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
の
概
念
の
定
着
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

▼
幕
張
メ
ッ
セ
で
の

　
セ
ミ
ナ
ー

先
週
（
２
月
18
日
）、
幕

張
メ
ッ
セ
で
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
の
提
案
者
で
あ
る
佐
藤
唯

行
氏
が
講
師
を
務
め
る
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
。
そ
の
10

日
ほ
ど
前
、
佐
藤
氏
の
本
社

を
訪
ね
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
の
総

括
と
、
今
後
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
し
た
折
に
参
加
を

勧
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
観
光

国
際
観
光
施
設
協
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー 

日
常
と
非
日
常
を

フ
リ
ー
に
～
観
光
と
防
災
の

新
し
い
融
合
～
」
と
題
す
る

40
分
の
講
演
で
あ
っ
た
。
こ

の
テ
ー
マ
は
、
わ
か
り
や
す

い
。
特
に
、
副
題
の
「
観
光

と
防
災
の
新
し
い
融
合
」

は
、
今
後
の
取
り
組
み
と
そ

の
必
要
性
を
的
確
に
表
現
し

て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
２
０
０

人
く
ら
い
が
参
加
し
た
が
、

必
ず
し
も
観
光
の
専
門
家
で

は
な
い
。
が
、
新
し
い
概
念

の
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
に

つ
い
て
、
新
鮮
さ
と
防
災
に

つ
い
て
の
意
識
向
上
に
役
立

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
セ

ミ
ナ
ー
の
内
容
と
重
ね
て
、

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
に
つ

い
て
復
習
す
る
。

▼
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」

　
と
は
？

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
難
解
と
の

意
見
が
多
い
。
○
○
フ
リ
ー

と
い
う
表
現
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
タ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
あ

る
い
は
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ
リ

ー
な
ど
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、フ
ェ
イ
ズ
（pha

se)

に
つ
い
て
は
、
な
じ
み

が
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
浸
透
に

も
時
間
が
掛
か
っ
て
い
る
。

電
気
に
つ
い
て
知
識
の
あ

る
方
は
、
交
流
電
源
に
は
、

単
相
交
流
と
三
相
交
流
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は
シ
ン
グ
ル
・

フ
ェ
イ
ズ
、
ス
リ
ー
・
フ
ェ

イ
ズ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
フ

ェ
ー
ズ
と
フ
ェ
イ
ズ
の
カ
タ

カ
ナ
表
記
の
違
い
は
あ
る

が
、
同
じ
く
位
相
の
こ
と
と

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」

は
、
位
相
が
無
い
と
い
う
の

で
は
な
い
。

筆
者
は
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
」
の
「
フ
ェ
ー
ズ
」
を

「
局
面
」
と
と
ら
え
て
い

る
。
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
平
穏

無
事
な
日
常
の
日
々
の
局

面
・
フ
ェ
ー
ズ
と
、
災
害
や

ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
被
災
時
や

災
害
時
と
い
う
局
面
・
フ
ェ

ー
ズ
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
れ

ら
の
境
（
さ
か
い
）
が
無
い

と
い
う
の
が
、「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
」
の
意
味
、
言
葉
で

あ
る
。

▼
防
災
に
係
る

　「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」

　
と
は
？

言
葉
と
し
て
の
「
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
」
は
、
日
常
時
と

非
常
時
の
フ
ェ
ー
ズ
（
局

面
）
に
境
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は

何
で
あ
ろ
う
か
？
「
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
」
を
構
想
し
、
提

案
し
て
い
る
佐
藤
氏
が
、
定

め
た
対
象
は
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Qua

lity 
of 

Life

、
生
活
の

質
）
で
あ
っ
た
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
日
常
時
と

非
常
に
お
け
る
生
活
の
質
的

あ
る
い
は
量
的
な
価
値
を
指

し
て
い
る
。
し
か
も
、
フ
ェ

ー
ズ
フ
リ
ー
と
い
う
概
念
が

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
レ
ベ
ル
は
、
フ
ェ

ー
ズ
フ
リ
ー
で
な
い
従
来
の

日
常
時
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
よ
り
も
高

く
、
非
常
時
に
お
い
て
も
低

下
せ
ず
一
定
で
あ
る
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
差

は
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
新

た
な
価
値
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
へ

の
効
果
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ト

ヨ
タ
の
プ
リ
ウ
ス
を
例
に
後

述
す
る
。

▼
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

　
商
品
の
例

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を
発
想

し
た
佐
藤
氏
は
、
学
生
時
代

か
ら
災
害
現
場
に
出
か
け
、

悲
惨
な
状
況
を
観
て
、
防
災

に
有
効
な
対
策
を
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
面
を
取
り
入
れ
た
方
法

と
し
て
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
」
を
２
０
１
４
年
に
提
唱

し
、
ス
ペ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
株
式

会
社
や
一
般
社
団
法
人
フ
ェ

◆スマートエネルギー Week 2020（第16
回［ 国 際 ］ 水 素・ 燃 料 電 池 展 ～ FC 
EXPO 2020 ～／第13回［国際］太陽光
発 電 展 ～ PV EXPO 2020 ～ ／ 第11回

［国際］二次電池展 ～バッテリー ジャ
パン～／第10回［国際］スマートグリ
ッド EXPO ～次世代電力システムのIT
技術・設備が出展～／第8回［国際］
風 力 発 電 展 ～ WIND EXPO 2020 ～ ／
第5回［国際］バイオマス展 ～燃料・
発電システム・熱利用技術などが出展
～／第4回［次世代］火力発電 EXPO ～
発電システム・保守・プラント設備な
ど が 出 展 ～ ／ 第2回 資 源 リ サ イ ク ル 
EXPO）
会期：2020年2月26日（水）～ 28日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終日
は17：00まで）▷会場：東京ビッグサイ
ト（東京国際展示場）西・南（東京都江東
区有明3-11-1）・青海展示棟（東京都江
東区青海1-2-33）▷入場料：事前登録の
上で招待券持参で無料／招待券が無い
場合は5,000円▷主催：リード エグジ
ビション ジャパン/問合せ先：＜出展
に関して＞03-3349-8576 ／＜来場に関
して＞03-5324-1312

◆HVAC&R JAPAN 2020 第41回冷凍・空
調・暖房展
会期：2020年3月3日（火）～ 6日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日は
16：00まで）▷会場：幕張メッセ 国際
展示場9～ 11ホール（千葉市美浜区中瀬
2-1）▷主催：一般社団法人日本冷凍空
調工業会/問合せ先：HVAC&R JAPAN 事
務局03-5657-0755（株式会社JTB コミュ
ニケーションデザイン内）

◆自治体総合フェア2020 （第24回）Local 
Government Fair 2020（LGF2020）
会期：2020年5月20日（水）～ 22日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
サンシャインシティ 展示ホールA ／コ
ンファレンスルーム（東京都豊島区東池
袋3-1-1）▷入場料：無料（原則は招待券
持参者・事前登録者、当日登録者も可）
▷主催：一般社団法人日本経営協会/問
合せ先：https://noma-lgf.jp/2020/

●NEDO先導研究プログラム成果報告会「シ
ーズ発掘と社会実装に向けた発展的展開」
会期：2020年2月20日（木）▷開催時間：
13：00 ～ 17：00▷会場：TKPガーデン
シティ PREMIUM京橋（東京都中央区京橋
2-2-1 京橋エドグラン 22階）▷参加費：
無料（要事前登録）▷主催：モノづくり
日本会議／国立研究開発法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）/問
合せ先：日刊工業新聞社 モノづくり日
本会議 事務局03-5644-7608

●バイオマスエネルギー技術と事業化・
経営セミナー in 米子　-バイオマスエ
ネルギーの地域自立システム化実証事
業ワークショップ『ポストFIT時代に向
けたエネルギー利用モデルの構築』-
会期：2020年2月25日（火）▷開催時間：
13：00 ～ 17：00（受付開始12：30）▷会
場：米子コンベンションセンター第7会議
室（鳥取県米子市末広町294）▷参加費：無
料▷対象者：地方公共団体・事業者・NPO
など各種団体▷主催：国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）／みずほ情報総研/問合せ先：みず
ほ情報総研株式会社 グローバルイノベー
ション&エネルギー部03-5281-5295

●農都会議／日本シュタットベルケネッ
トワーク　共同勉強会『分散型エネル
ギー社会の早期実現を考える』～地産
地消電気・熱の現状とバイオマス活用
の課題～
会期：2020年2月18日（火）▷開催時間：
18：00 ～ 20：30（会場17：30 ～）▷会場：
港区神明いきいきプラザ 4階集会室A（東
京都港区浜松町1-6-7）▷参加費：一般＝
2,000円／会員・学生＝1,000円（要事前
申込）▷NPO法人農都会議 バイオマスWG

／農都交流・地域支援G▷共催：一般社
団法人日本シュタットベルケネットワー
ク/問合せ・詳細：http://blog.canpan.
info/bioenergy/archive/296

●太陽光発電システム保守点検セミナー
会期：2020年2月27日（木）▷開催時間：
13：00 ～ 17：30▷会場：秋葉原ダイビ
ル5階5B（千代田区外神田1-18-13）▷参
加費：2,000円（要事前申込）▷主催：秋
葉原駅前商店街振興組合/問合せ先：東
洋テック／ PSEインフォメーションセ
ンター PV担当03-3255-8082

●令和元年度 地熱開発利用講演会
会期：2020年3月6日（金）▷開催時間：
14：10 ～ 16：50（受付開始13：45）＊講
演後に懇親会開催予定（17：00 ～ 18：
30）▷会場：ホテルグランドヒル市ヶ谷 
東館3階「珊瑚（サンゴ）」東京都新宿区
市谷本村町4-1▷参加費：賛助会員＝
8,500円／一般＝9,500円（資料代含む）
▷主催：一般財団法人新エネルギー財
団/問合せ先：（一財）新エネルギー財団 
水力地熱本部 地熱部03-6810-0366

●第4世代地域熱供給4DH国際シンポジウ
ム「熱供給における脱炭素化・自然エ
ネルギー利用の最前線」
会期：2020年3月13日（金）▷開催時間：
9：50 ～ 17：30（開場9：30）▷会場：聖
心女子大学4号館／聖心グローバルプラ

ザ　ブリット記念ホール（東京都渋谷区
広尾4-2-24）▷参加費：無料（要事前申
込）▷主催：一般社団法人全国ご当地エ
ネルギー協会▷協力：デンマーク大使
館／聖心女子大学グローバル共生研究
所/問 合 せ 先：https://www.isep.or.
jp/event/12406

●山梨県・太陽光発電セミナー
▷会期：2020年3月17日（火）▷開催時
間：13：30 ～ 16：00（受 付13：00 ～）
▷会場：山梨県北巨摩合同庁舎（山梨
県韮崎市本町4-2-4）＊事前申込制▷主
催：山梨県/問合せ先055-223-1503（山
梨県エネルギー局エネルギー政策課）

●RIAM風況研究集会2020 -風力発電事業
における環境影響評価と風況に関する
最新の研究・開発-
▷会期：2020年3月18日（水）・19日（木）▷
開催時間：9：30 ～ 16：30▷会場：九州
大学応用力学研究所（RIAM） 6階多目的交
流室（W601）福岡県春日市春日公園6丁目1
番地▷参加費：無料（事前登録制）▷所内
世話人：内田孝紀准教授（RIAM 新エネル
ギー力学部門・風工学分野） /問合せ先：
https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/resea
rch/2019/events_2_20200318.html

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 5月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

ー
ズ
フ
リ
ー
協
会
な
ど
を
設

置
し
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

普
及
を
進
め
て
い
る
。

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
に

は
、
次
の
５
つ
の
原
則
を
課

し
て
い
る
。
➊
常
活
性
《
ど

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も

利
用
で
き
る
こ
と
。》、
➋
日

常
性
《
日
常
か
ら
使
え
る
こ

と
。
日
常
の
感
性
に
合
っ
て

い
る
こ
と
。》、
➌
直
観
性

《
使
い
方
、
使
用
限
界
、
利

用
限
界
が
分
か
り
や
す
い
こ

と
。》、
➍
触
発
性
《
気
づ

き
、
意
識
、
災
害
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
生
む
こ
と
。》、

➎
普
及
性
《
参
加
で
き
、
広

め
た
り
で
き
る
こ
と
。》
で

あ
る
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
協
会
で

は
、
防
災
に
端
を
発
し
、
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
世
の
中
を

実
現
す
る
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
界
で
既
に
開
発
さ
れ

て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

評
価
し
て
い
る
。
そ
の
評
価

に
は
、
上
記
➊
に
関
わ
る
汎

用
性
と
、
➊
～
➎
に
関
わ
る

有
効
性
と
し
総
合
的
に
行

い
、『
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
デ

ザ
イ
ン
事
例
集
』（
Ｖ
ｏ

ｌ
．
00
）
に
12
を
記
載
し
て

い
る
。
そ
の
中
の
最
初
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
「
プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
」

は
、
分
か
り
や
す
い
例
で
あ

る
。幕

張
メ
ッ
セ
で
の
セ
ミ
ナ

ー
で
も
、
佐
藤
氏
は
「
プ
リ

ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
」
を
取
り
上
げ

た
。
日
常
時
は
エ
コ
カ
ー
と

し
て
、
非
常
時
は
停
電
し
た

家
屋
に
４
日
間
の
電
力
供
給

が
可
能
な
有
効
な
電
力
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
装
置
に
な
る
と
紹

介
し
た
。
図
１
で
説
明
す
る

と
、
従
来
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
、
ガ
ソ
リ

ン
車
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の

プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
の
少
な
い
環
境
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
（
燃
費
）

に
優
れ
た
エ
コ
カ
ー
と
し
て

の
高
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
提
供
す

る
。
非
常
時
は
、
ガ
ソ
リ
ン

車
に
は
な
い
、
大
容
量
非
常

用
電
源
と
し
て
、
高
い
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
空

力
特
性
に
基
づ
い
た
フ
ォ
ル

ム
デ
ザ
イ
ン
は
、
走
る
フ
ェ

ー
ズ
フ
リ
ー
Ｐ
Ｒ
カ
ー
で
も

あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

ほ
か
に
も
、
目
盛
付
き
デ

ザ
イ
ン
紙
コ
ッ
プ
「
紙
コ
ッ

プ
メ
ジ
ャ
ー
メ
ン
ト
」（
サ

ン
ナ
ッ
プ
株
式
会
社
）
は
、

非
常
時
に
粉
ミ
ル
ク
や
米
の

計
量
が
で
き
る
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
有
効
な
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
商
品
で
あ
る
。

▼
「
想
像
の
壁
」
を
透
明
に

自
然
災
害
、
人
的
災
害
の

も
た
ら
す
生
命
と
健
康
へ
の

危
険
、
そ
の
復
興
復
旧
に
費

や
す
資
金
と
時
間
の
無
駄
な

ど
、
数
え
る
と
切
り
が
な
い

災
害
の
悪
影
響
。
防
災
の
た

め
に
、
社
会
が
日
常
か
ら
備

え
る
振
る
舞
い
を
易
導
す
る

た
め
―
―
防
災
を
意
識
し
行

動
す
る
に
は
障
害
と
な
っ
て

い
る
日
常
と
非
日
常
の
「
想

像
の
壁
」
を
、
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
で
透
明
に
し
た
い
。

筆
者
は
、
11
月
に
台
風
19

号
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

長
野
県
を
地
域
と
し
て
、
防

災
に
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を
取

り
入
れ
た
「
鉄
の
道
博
２
０

２
０ 

in 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
企
画
を
立
て
て
い
る
。

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
が
導
入
さ
れ

て
い
な
い
時
よ
り
も
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

図
式
的
に
表
し
た
の
が
、
右

図
で
あ
る
。

図
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
な

い
従
来
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
Ｑ
Ｏ

Ｌ
は
、
日
常
時
に
は
高
い

が
、
非
常
時
に
は
急
激
に
低

下
す
る
。
例
え
ば
、
停
電
に

よ
り
、
照
明
は
停
止
し
暗
闇

の
不
便
さ
を
強
い
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
次
第
に
復
旧
が
進

み
、
つ
い
に
は
日
常
時
に
復

帰
す
る
。
な
お
、
何
か
し
ら

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
非
常
電

源
や
バ
ッ
テ
リ
、
あ
る
い
は

懐
中
電
灯
等
）
が
あ
れ
ば
、

点
線
の
よ
う
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
少

し
高
め
の
カ
ー
ブ
で
回
復
す

る
。
そ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

は
、「
防
災

対
策
」
と
し

て
設
備
さ
れ

る
も
の
で
、

非
常
時
以
外

の
日
常
時
に

は
特
別
に
使

わ
れ
な
い
。

こ
れ
に
対

し
、
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の

商
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る

図：日常時と非常時のQOL


